
心の栄養剤Ｎｏ178-① 「志村けんさんを偲んで」

何かを決める時によく使う「じゃんけん」のようなものは世界中にあ

るが、初めに「最初はグー」と声を揃えて言うのは日本人だけだそうだ。

この「最初はグー」と声を揃える人たちが、ある時期を境にじわじわと

増え続け、その勢いは親から子へと伝わり、今や「いきなりじゃんけ

ん」派の人口を超えているという。

その「ある時期」しは、伝説のお笑い番組『８時だヨ！全員集合』の

全盛期である。あの番組の中で志村けんが広めたのだ。

当時、ドリフターズのメンバーは番組終了後にみんなで飲みに行って

いて、最後に「誰が支払いをするか」をじゃんけんで決めていたそうだ。

みんな酔っ払っているので後出しする人もいた。そこで志村けんが「最

初はグーだよ」と号令を掛け、「最初はグー！じゃんけんポン！」と

やったところ、全員の呼吸が揃ったという。

その後、ネタとして番組の中で使い出したら、またたく間に全国に広

がった。なにせあの番組の視聴率は全盛期には４０％～５０％もあった。

国民への影響力は半端なかった。

さて、ここからが本題。「最初はグー」があるのなら、最後だってあ

るはずだ。最後はなんだろう。「日本いのちの花協会」というところが

朝刊に全面広告を出した。おばあちゃんの顔がアップで載っていた。広

告のコピーは「さいごはグー。」だった。

こんな文面があった。

「人生を最後まで豊かに全うてせきるように。老いても病んでいても、

人間としての尊厳が守られるように。『さいごはグー。』ひとりでも多

くの方に、そうあっていただけますように・・・。」

何が原因で亡くなったかではなく、どういう気持ちで、どういう人生

を生き抜いたかが大事なのだと思う。人生いろんなことがあったけど、

最後はグー、すなわち、ＧＯＯＤで終わりたい。



大好きだった、日本の喜劇王とも言える〝志村けん〟さんがコロナで亡くなられた

とのニュースは、日本中に衝撃と悲しみを与えると共に、コロナ感染の恐怖は他人

事じゃないと、国民一人一人の自粛意識を高めたと思います。

御家族～ご友人からしては、とても『さいごはグー』という別れ方からは、かけ離

れてると思いますが・・・

スーパースター志村けんさんの最後の命を懸けた全国民の笑顔を取り戻す為の大仕

事だったのかもと思わずにはいられません！

心より御冥福をお祈りいたします。長い間本当にありがとうございました。

コロナウイルス～パンデミックで皆様、心身共に疲れ、ストレス

を感じつつお過ごしの毎日とは思いますが・・・

きっと幸せ～笑顔の芽が出てきますので、信じて乗り切りましょう！

僕のおばあちゃんの話を聞いてください。

小さい頃、おばあちゃんと一緒に神社に行っておみくじを引きました。お

みくじは「凶」でした。
そのとき、おばあちゃんがひとこと。

「凶」の中にある〝メ〟が升から出たがっているみたい。メが出たがっ
てる。つまり、めでたいってこと」

おばあちゃん、なんて強引な。

当時はそんなふうに思っただけでしたが、でも、それは本当かもしれな

いって最近思うようになりました。

成功者に「あなたの人生が変わったきっかけは？」と聞くと、病気だった

り、失恋だったり、いままでやっていた仕事が急激に不振に陥ったり、

いわゆる「凶」であることがきっかけになっている人が本当に多いんで
すよね。では、凶は凶なんだろうか？やっぱり、凶から「メ《芽》」が出

てくるんです。

心の栄養剤Ｎｏ178-② 「升から芽を出す」


